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お買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる場所に保存してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、外国で使用することはできません。

取扱説明書

UHFデジタル簡易無線電話装置

TMZ-D504

本機は、デジタル簡易無線の登録局用無線機です。本機を
お使いいただくには、総務省総合通信局へ無線局の登録申
請が必要です。付属の登録申請書類を使用して、
登録申請をおこない、登録状が届いてから使用してくだ
さい。登録申請をしないまま運用した場合は、不法無線
局となり１年以下の懲役または100万円以下の罰金に
処せられることになります。十分ご注意ください。

● 登録申請については、弊社ホームページをご覧ください。
 http://www2.jvckenwood.com/
 ホーム ⇒ 商品情報 ⇒ 無線通信製品 ⇒ 業務用無線機

⇒ デジタル無線機 ⇒ TMZ-D504
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安全上のご注意

運転しながらの操作や通話はおやめくだ
さい。安全な場所へ車を停車させてから
本機の操作や通話をしてください。運転
しながら表示を見るときは必要最小限と
し、注視するのは避けてください。

引火、爆発の恐れがありますので、プロ
パンガス、ガソリン等の可燃性ガスの発
生するような場所では使用しないでくだ
さい。

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う危険
が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合、また
はこの製品の使用によって受けられた損害につきましては、法令上の賠償責任が認められ
る場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

絵表示について
この「安全上のご注意」には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に
防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。ご使用の際に
は、次の内容 ( 表示と意味 ) をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守り
ください。

危険

警告

注意

絵表示の例
記号は、注意 ( 危険・警告を含む ) を促す内容があることを告げるも

のです。図の近くに具体的な注意内容を示しています。

記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具
体的な禁止内容 (左図の場合は分解禁止 )を示しています。

記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中や
近くに具体的な指示内容 ( 左図の場合は電源プラグをACコンセントか
ら抜け )を示しています。

危険
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安全上のご注意

警告
使用環境・条件

電子機器（特に医療機器）の近くでは使用し
ないでください。電波障害により機器の故
障・誤動作の原因となります。

航空機内、新幹線車両内、中継局周辺、
病院内では絶対に使用しないでください
（電源も入れないでください。）。運行の安
全や無線局の運用や放送の受信に支障を
きたしたり、医療機器が故障・誤動作す
る原因となります。

本機を使用できるのは、日本国内のみです。
外国では使用できません。

本機は上空及び海上での使用はできません。
　　

本機の取り扱いについて
DC電源コードに重いものをのせたり、加
熱したり、無理に曲げたり、ひっぱったり、
ねじったり傷つけたりしないでください。
芯線が露出・断線したり、圧迫されたま
ま使用すると、火災・感電・故障の原因
となります。

濡れた手でDC電源コードに触わらない
でください。感電の原因となります。

長時間の連続送信はしないでください。
本体の温度が上昇して、やけどの原因と
なります。

アンテナのごく近くに人・動物・ペット等
がいるときは、電波を発射しないでくださ
い。やけど、目の異常の原因となります。

濡らしたり、濡れやすい場所で使用しな
いでください。水滴が付いたときは、乾
いた布でふきとってください。内部に水
が入った場合は、ご購入の販売店にご連
絡ください。そのまま使用すると、火災・
感電・故障の原因となります。

本機を布・布団等で覆わないでください。
火災の原因となります。

内部に金属片・異物等を入れたり、入り
やすい環境で使用しないでください。

金属片・異物等が入った場合は、ご購入
の販売店にご連絡ください。そのまま使
用すると、火災・感電・故障の原因とな
ります。

ケースは開けないでください。けが・感電・
故障の原因となります。内部の点検・修
理は、ご購入の販売店にご依頼ください。

異常時の処置について
以下の場合は、すぐに本体の電源をOFF
にして、DC電源コードを取り外してくだ
さい。異常な状態のまま使用すると、火災・
感電・故障の原因となります。
● 異常な音がしたり、煙が出たり、変な
臭いがするとき

● 落としたり、ケースを破損したとき
● 内部に水や異物が入ったとき
● DC電源コードが傷んだとき（芯線の
露出や断線など）

雷が鳴り出したら、安全のため早めに本
体の電源をOFFにし、DC電源コードを
取り外して、ご使用をお控えください。

本機を落としたり、ケースを破損した場
合は、電源スイッチを切り、DC電源コー
ドを外してから、ご購入の販売店にご連
絡ください。そのまま使用すると、火災・
感電・故障の原因となります。

注意
使用方法について

テレビやラジオ、パソコンの近くで使用
しないでください。電波障害を与えたり、
受けたりします。カーラジオやカーステ
レオにノイズが入るときは、アンテナの
位置を調節してください。

アンテナを接続しない状態で、送信しな
いでください。火災・故障の原因となり
ます。

各入出力端子（DC電源コードなど）には、
付属または指定のもの以外は接続しない
でください。故障の原因となります。

長期間ご使用にならないときは、必ず電
源スイッチを切り、DC電源コードを外し
てください。火災・故障の原因となります。

保守・点検
お手入れの際は、必ず電源スイッチを切
り、DC電源コードを外してください。火
災・感電・故障の原因となります。
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安全上のご注意

設置・接続時の安全について
設置と接続は、ご購入の販売店にご相談くだ
さい。

警告
分解・改造したものは使用しないでくだ
さい。火災・感電・故障の原因となります。

設置場所は、車の運転の妨げにならない
安全な場所を選んでください。

直射日光の当たる場所や、風通しの悪い
場所には設置しないでください。火災の
原因となります。

本機の電源電圧はDC13.8V/ DC26.4V
です。DC26.4V+10%を超えるDC電
源には接続しないでください。火災・感電・
故障の原因となります。

送信時には大電流が流れます。付属品以
外のDC電源コードは使わないでくださ
い。火災・感電・故障の原因となります。

DC電源コードは赤い線がプラス極、黒い
線がマイナス極です。極性を間違えて接
続しないでください。火災・感電・故障
の原因となります。

DC電源コードやアンテナケーブルを無理
に曲げたり、ひっぱったり、ねじったり
傷つけたりしないでください。芯線が露
出・断線したり、圧迫されたまま使用す
ると、火災・感電・故障の原因となります。

DC電源コードを加工したり、ヒューズホ
ルダーを取り除くことは、絶対にしない
でください。火災・故障の原因となります。

濡れた手でDC電源コードに触わらない
でください。感電の原因となります。

DC安定化電源の使用について
指定以外の電圧で使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

DC電源コードを接続する前に、無線機と
DC安定化電源の電源スイッチは必ず切っ
てください。感電の原因となります。

他の機器とタコ足配線しないでください。
加熱・発火の原因となります。

電源プラグとコンセントの間に、指や金
属片が入るようなすき間をあけないでく
ださい。火災・感電・故障の原因となり
ます。

電源プラグにほこりが付着したまま使用
しないでください。ショートや加熱によ
り火災・感電・故障の原因となります。

注意
アンテナや同軸ケーブルに、指定以外の
ものを使ったり、調整が不完全なアンテ
ナを使わないでください。他の電子機器
に電波障害を与えます。

車載の場合、シガーライターソケットは
電源容量が小さいため、使用しないでく
ださい。火災・故障の原因となります。

DC電源コードはヒーターや熱器具の吹き
出し口近くに配置しないでください。被
ふくが溶けて火災・感電・故障の原因と
なります。

DC電源コードの着脱時にコード部分を
引っ張らないでください。火災・感電・
故障の原因となります。

本機を移動させる場合は、必ずDC電源
コードを抜いてください。DC電源コード
が傷つくと、火災・感電・故障の原因と
なります。

ぐらついた台の上や傾いた所、振動の多
い場所には設置しないでください。落ち
たり、倒れるとけがや故障の原因となり
ます。

油煙や湯気が当たる場所には設置しない
でください。火災・感電・故障の原因と
なります。
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 電波法に関するご注意
 ● 本機は電波法に基づいて、特定無線設備の工事設計についての認証を取得した、デジタル簡

易無線電話装置です。本機を分解・改造して使用すること、また本機裏面の技術基準適合証
明ラベルを剥して使用することは、電波法により禁止されています。

 ● 本機では、技術基準適合証明等で認証を受けたアンテナのみご使用になれます。
 ● 本機は、日本国内における陸上での運用に限られています。上空または海上で運用した場合

は、登録状の範囲を超えた運用となり、電波法違反となりますのでご注意ください。
 ● 他人の通信を聞いて、その内容を漏らすこと、または窃用することは電波法により禁止され

ています
 ● 無線局の登録（包括登録の場合には開設の届出）が行われますと、総務省より電波利用料の

納入告知書が送付されて来ますので、納付期限内に電波利用料を納付してください。

 ● 登録局の有効期間は、登録の日から５年間です。再登録の申請は、登録の有効期間満了の3 
ヶ月前から1 ヶ月前までの期間内に手続きを行ってください。　 再登録を行わずに本機を
使用しますと、「電波法第110 条」により、「1 年以下の懲役又は百万円以下の罰金」に処
せられます。十分ご注意ください。

 ● その他、必要に応じて下記の手続きを行ってください。
 ・ 登録状の記載事項に変更が生じる場合（変更登録）
 ・ 登録状が破れたり、汚れたり、紛失した場合（再交付申請 )
 ・ 登録局を廃止した場合（廃止届出）
 ・ 友人などに登録局 ( 無線機 ) を貸出した場合（無線局の運用の特例に係る届出）

 申請および届出の手続き、技術基準適合証明等で認証を受けたアンテナについては、弊社ホー
ムページをご覧いただくか、またはカスタマーサポートセンターにお問い合せください。

 ホームページおよび問い合わせ先は、表紙および裏表紙を参照してください。

 免責事項について
 本機の故障・誤動作などにより、利用の機会 (通話など )を逸したために発生した障害などの付
随的損害については、当社は一切その責任を負いません。

 運用上のご注意
 施設の管理等により、使用が禁止されているところでは、本機を使用しないでください。

安全上のご注意
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付属品を確認する

付属品がすべて揃っていることをご確認ください。

名 称 数 量

スピーカーマイクロホン 1

スピーカーマイクロホンハンガー 1

DC電源コード (ヒューズ :5A　２個付属 ) 1

車載ブラケット 1

ネジセット 1

保証書 1

サービス拠点一覧表（ケンウッド全国サービス網） 1

登録申請書類 1式

取扱説明書（本書） 1

DC電源コードについて
● DC電源コードは、赤色の線が (＋ ) 側、黒色の線が (－ ) 側です。

8

準備する
ご
使
用
の
前
に



背面パネル

使用しません

① 外部スピーカージャック
スピーカー付き電源KBS-1 の外部スピーカープラグを接続します。

② 電源コネクター
付属のDC電源コードを接続します。

③ RF アンテナコネクター
M型コネクターで50Ω系のRF アンテナケーブルを接続します。

● アンテナケーブルは必ず接続してから電源を入れてください。
● 技術基準適合証明等で認証を受けたアンテナについては、弊社ホームページをご覧いた
だくか、またはカスタマーサポートセンターにお問い合せください。

9

各部の名称
ご
使
用
の
前
に
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各部の名称と機能

ご
使
用
の
前
に

操作パネル

① 【電源】キー
押すと電源が入り、もう一度押すと電源が切れます。

② 【音量 /■】つまみ
右に回すと受信音量が大きくなります。左に回すと受信音量が小さくなります。
2秒間以上押すとエマージェンシー機能が動作します。

③ 【戻る】キー
設定画面では1つ前の画面に戻ります。１秒間以上押すとメニューを終了します。
チャンネル表示のときに押すと設定されたダイレクトチャンネル（15CH 呼出しチャ
ンネル）へ移動します。

④ 表示部
設定されている状態を表示します。

⑤ 【▲】【▼】キー
【▲】： チャンネル番号がアップします。1秒間以上押し続けると、押している間連続

してアップします。
【▼】：  チャンネル番号がダウンします。1秒間以上押し続けると、押している間連続

してダウンします。

⑥ スピーカーマイクロホン・コネクター
付属のスピーカーマイクロホンを接続します。

⑦ LED
LEDの色 状態

緑（話中） 信号を受信しているとき、またはモニター中に点灯します。

オレンジ
（呼出）

デジタルセレコール動作時に点灯します。呼び出されたとき、不在着信時は
点滅します。

赤（送信） 送信中に点灯します。（スピーカーマイクロホンの【プレストーク】スイッチ
を押している間、またはステータスやメッセージを送信中）

⑧ 【メニュー】キー
1秒間以上押すとメニューを表示します。

話中 呼出 送信

音量

電源

戻る

メニュー
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各部の名称と機能

ご
使
用
の
前
に

スピーカーマイクロホン

① 【プレストーク】スイッチ
押すと送信状態になり、送話できます。

② マイク【PF】スイッチ
押している間、受信信号の状態をモニターします。

③ マイク LED（本体と連動）
信号を受信しているとき、またはモニター中に緑色
（話中）点灯します。

● モニター機能を使用するときは、音量レベルに注意してください。
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各部の名称と機能

ご
使
用
の
前
に

表示部

通常モード時
全角4文字表示

1

CH  1
サブ LCD

メイン LCD

全角6文字表示

   G R 0001メイン LCD

メニューモード時
例 )個別呼び出しモード

タイトル  選択呼出
 U  I   D  1
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各部の名称と機能

ご
使
用
の
前
に

表示 説明

モニター状態のときに表示します。

スキャン対象チャンネルのときに表示します。

点灯：スキャン中。
点滅：スキャン一時停止。

秘話機能ONのときに表示します。

送信出力の設定を表示します。
H：ハイパワー出力。
L：ローパワー出力。
受信履歴を表示します。
デジタルセレコール機能でメッセージメールがあるときに表示しま
す。
点灯：受信履歴に既読のメッセージがあります。
点滅：受信履歴に未読のメッセージがあります。

受信している電波の強さに応じて表示します。
：強　 ：中　 ：弱　 ：微弱　　消灯：キャリア無し

サブ LCD：チャンネル番号を表示します。
例）
ダイレクトチャンネルの場合：DR1
チャンネル番号の場合：D01

全角6文字表示

全角4文字表示

メイン LCD：以下の全角表示に対応します (全角最大6文字まで )。
・チャンネルネーム
・ステータスネーム
・IDネーム (グループ ID)
・エマージェンシーテキスト



待受受信操作
オプションのスピーカー付き電源KBS-1 を使用する場合は、スピーカー付き電源の取
扱説明書もあわせてご覧ください。

● 他人の通信を傍受し、その存在もしくは内容を漏らしたり、窃用することは電波法で禁止されてお
ります。

1 【電源】を押す
オプションのスピーカー付き電源を使用している場合は、先にスピーカー付き電源
の電源を入れます。
ビープ音が鳴り、待受受信状態になります。
設定されているチャンネル番号が表示されます。

2   【▲】または【▼】を押してチャンネルを合わせる
押すたびにチャンネル番号が切り替わります。1秒間以上押し続けると、押してい
る間連続して切り替わります。
相手局の電波を受信すると、本機のLEDとマイクLEDが緑色（話中）に点灯し、スピー
カーマイクロホンから受信音が聞こえます。

音量を調節する
● 【音量 /■】を右に回す
【音量 /■】を回して聞きやすい位置に合わせてください。

呼出しチャンネルについて ( ダイレクトCH 機能 )
チャンネル表示のときに【戻る】を押すと「DR1　呼出15」と表示されます。これは
一時的な呼出し用のチャンネルとなっており、継続的な通話の場合は、別のチャンネル
（CH1 ～ CH14、CH16 ～ CH30）に切り替えてから通話してください。
15チャンネルでは個別呼び出しや秘話機能などを設定した通話ができませんのでご注意
ください。

● 【戻る】を押す
もう一度【戻る】を押すと、元のチャンネルに戻ります。

呼出1 5
DR1

● 【▲】または【▼】を押して15チャンネルを選択したときは、サブ LCDに「D15」と表示されます。

14

通話する
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通話する

送信操作
送信する前にしばらく受信状態にして、他局が通話中でないことを確認してください
（本機の LED とマイク LEDが消灯していること）。

1  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】を押す
送信状態になり、本機の LEDが赤色（送信）に点灯します。

2 マイクに向かって話す
口元からマイクを５cm位離してお話しください。

● 大きな声で話したり、マイクとの距離が近すぎると、明瞭度が低下する場合があります。
● 相手局の送信が終了してから、送話してください。
● 用件は簡潔に伝えてください。送話が長引く場合は、ときどき送信を止めて、相手局の返事を
確認してください。

運用を終了する
● 【電源】を押す
電源が切れます。
オプションのスピーカー付き電源を使用している場合は、スピーカー付き電源の電
源も切ってください。

タイムアウトタイマーについて
連続送信を自動的に停止する機能です。本機は、連続して５分以上の送信はできません。
５分以上送信を続けると警告音が鳴り、送信が停止します。この場合１分以上経過しな
いと再度送信することはできません。

キャリアセンス ( 混信防止 ) について
送信しようとしているチャンネルを他の局が使用中の場合は、そのチャンネルでの送信
を禁止する機能です。送信しようとするチャンネルが他の局に使われているときに【プ
レストーク】を押すと、警告音が鳴り、表示部に「ビジー」と表示されます。他の局が
通話を終了してから送信してください。



メニュー
各機能を起動 /設定します。メニューには「CALL」、「SCAN」、「AUD/TONE」、
「FUNCTION」の4 つのカテゴリーがあります。

メニューの操作
例 )モニターの設定

１ 【メニュー】を1秒以上押す
メニュー表示に切り替わり、カテゴリーリストが表示されます。

 メニュー 1
CAL L カテゴリー名

2  【▲】または【▼】を押してカテゴリーを選び【メニュー】を押す
選択したカテゴリーの設定項目が表示されます。
【戻る】を押すとカテゴリー表示に戻ります。

設定項目 モニター 
1AUD/TONE

カテゴリー名

３  【▲】または【▼】を押して設定項目を選び【メニュー】を押す
選択した設定項目が表示されます。

 オフ
1 モニター 

設定項目

設定値

4  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
5  【メニュー】を押して設定値を確定する

メニューが終了します。

● カテゴリーが１つしか設定されていない場合は、設定項目リストが表示されます。
● 手順 5で【戻る】を１秒以上押すと、設定値を確定せずにメニューが終了します。
● 以降の説明で、メニューモードの操作は、上記手順1～ 4 までを「メニューから○ ○ ○ ( メ
ニュー表示 ) を起動する」と表記しています。上記の例の場合、「メニューからAUD/TONE 
→ モニターを起動する」となります。

16
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メニューの操作

メニューの内容
メニューから起動 /設定が可能な機能は下表の通りです。

CALL

メニュー表示 機能内容 参照ページ

個別 個別呼び出しモードの起動 18

グループ グループ呼び出しモードの起動 20

個別+D 個別呼び出し＋ステータスモードの起動 22

GRP+ グループ呼び出し＋ステータスモードの起動 23

受信履歴 受信履歴モードの起動 24

SCAN

メニュー表示 機能内容 参照ページ

スキャン スキャンのON/OFF 25

対象選択 スキャン対象チャンネルの追加 / 削除 25

AUD/TONE

メニュー表示 機能内容 参照ページ

モニター モニターのON/OFF 26

FUNCTION

メニュー表示 機能内容 参照ページ

秘話 秘話機能のON/OFF 27

秘話番号 秘話番号の設定 27
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メニューの操作

個別呼び出し
相手局を個別に呼び出して通話できます。個別呼び出しを使用するには、個別 IDを設定
する必要があります。(36ページ )

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

個別呼び出しをする

1  メニューからCALL→個別、 または個別+Dを起動する

2  セレコール番号を入力する

 選択呼出
 UID 123 セレコール番号

動作 操作方法

セレコール番号をアップする。 【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

セレコール番号をダウンする。 【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁のセレコール番号
を確定する。

セレコール番号を選択したあとに【メニュー】を押します。（次
の桁に進みます。）

セレコール番号の桁を削除する。 【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

セレコール番号のリスト表示画面
に戻る。 【メニュー】を1秒間以上押します。

3  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】 を押し続ける
本機の LEDが赤色（送信）に点灯します。

 選択呼出
 UID 123 セレコール番号

4  マイクに向かって話す
手順2で選択した相手と通信します。

受信に戻るには

5  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】 を離す
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個別呼び出しを受けたら・・・
呼び出し音が鳴り、本機の LEDがオレンジ色（呼出）に点滅します。

 UID 123 セレコール番号

1  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】 を押し続ける
2  マイクに向かって話す

呼び出しした相手と通信します。

受信に戻るには

3  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】 を離す

ページング呼び出しをする
個別呼び出しのときに、音声による通話をせずに相手局に呼び出しを通知する機能です。

1  個別呼び出しをするの操作 (18ページ )手順１、手順２の操作をする
2  【音量 /■】を押す

本機の LED が赤色（送信）に点灯します。
「D 送信」と表示され、相手局に呼出しを通知します。ページング呼出しを止めると
きは【メニュー】 を押すと「取消」 と表示されます。

ページング呼び出しを受けたら・・・
● 【プレストーク】を押す
呼び出した局の IDネーム が表示されている間に【プレストーク】スイッチを押すと、
通話することができます。

コネクトアンサーについて
ページング呼び出しを利用して、呼び出そうとする相手局が通信圏内にいるかどうかを
知ることができる機能です。上記のページング呼出しをして相手局が通信圏内にいると
きは、「D 送信」に続いて「完了」 と表示され、不在の場合や、電源を切っているときは
エラー音が鳴り「応答なし 」 と表示されます。
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メニューの操作

グループ呼び出し
個別局をグループに分けて、任意のグループ毎に呼び出してグループ内すべての相手と
通話できます。

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

グループ呼び出しをする

1  メニューからCALL→グループ、 またはGRP+を起動する
グループ番号のリストが表示されます。

グループ番号 選択呼出 1
 G R 0001 ID ネーム（グループ ID）

2  【▲】または【▼】でグループ番号のリストを選択する
3  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】を押し続ける

本機の LEDが赤色（送信）に点灯します。

 選択呼出
 G R 0001 ID ネーム（グループ ID）

4  マイクに向かって話す
手順2で選択したグループ内すべての相手と通信します。

受信に戻るには

5  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】を離す
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グループ呼び出しを受けたら・・・
呼び出し音が鳴り、本機の LEDがオレンジ色（呼出）に点滅します。

 G R 0001 ID ネーム（グループ ID）

1  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】を押し続ける
2  マイクに向かって話す

呼び出しした相手と通信します。

受信に戻るには

3  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】を離す



22

基
本
操
作

メニューの操作

ステータス呼び出し
あらかじめ設定された簡易メッセージ(「休憩中」「作業中」など)を送信する機能です。メッ
セージを受信すると " " が点滅します。受信したメッセージは受信履歴モードで確認
できます。メッセージの種類は以下の２０種類です。( [ ] 内はリスト番号 )

[01] 緊急 [06] 要連絡 [11] 警戒中 [16] 接客中
[02] 出発 [07] 休憩 [12] 作業中 [17] 帰社
[03] 到着 [08] 問題発生 [13] 巡回中 [18] 移動中
[04] 待機 [09] 解決 [14] 走行中 [19] 確認中
[05] 集合 [10] 警備中 [15] 停止中 [20] 対応済

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

個別+ ステータス呼び出しの操作
特定の相手局を指定してメッセージを送信する方法です。

1  メニューからCALL → 個別＋Dを起動する
2 【▲】または【▼】でセレコール番号のリストを選択する

● セレコール番号は直接入力できます。詳細は、個別呼び出し→手順2（18ページ）をご覧く
ださい。

３ 【メニュー】を押して、ステータスモードを起動する
4 【▲】または【▼】でリスト番号を選択する

リスト番号 STATUS
 休憩       

07
設定値

リスト番号を直接入力する場合は、【メニュー】を1秒以上押して、下記の操作をし
ます。

動作 操作方法

リスト番号をアップする。 【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

リスト番号をダウンする。 【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁のリスト番号を確
定する。

リスト番号を選択したあとに【メニュー】を押します。（次の
桁に進みます。）

リスト番号の桁を削除する。 【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

リスト番号のリスト表示画面に戻
る。 【メニュー】を1秒間以上押します。
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5  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】 を押し続ける
本機の LED が赤色（送信）に点灯します。表示部に「D 送信」 に続いて「完了」 と
表示され、選んだメッセージが送信されます。

● 表示中に【メニュー】を押すと「取消」 と表示され、送信はキャンセルされます。相手局が通
信圏内にいない場合や、電源をOFF にしているときはエラー音が鳴り「応答なし」と表示さ
れます。

グループ+ステータスの操作
特定のグループメンバー、または全員を指定してメッセージを送信する方法です。

1  メニューからCALL → GRP+を起動する
2 【▲】または【▼】でグループ番号のリストを選択する

全員にメッセージを送る場合は "ALL" を選びます

３ 【メニュー】を押して、ステータスモードを起動する
4 【▲】または【▼】でリスト番号を選択する

● リスト番号を直接入力する場合は、【メニュー】を押します。詳細は、個別+ ステータス呼び
出し→手順4（22ページ）をご覧ください。

5  スピーカーマイクロホンの【プレストーク】 を押し続ける
本機の LED が赤色（送信）に点灯します。表示部に「D 送信」 に続いて「完了」 と
表示され、選んだメッセージが送信されます。

● 表示中に【メニュー】を押すと「取消」 と表示され、送信はキャンセルされます。相手局が通
信圏内にいない場合や、電源を切っているときはエラー音が鳴り「応答なし」と表示されます。
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受信履歴モード
ステータス呼出しやエマージェンシー（緊急送信）で送られたメッセージを確認できます。
メッセージを受信すると、表示部の " "  が点滅します。

1  メニューからCALL → 受信履歴を起動する

 受信履歴
 I  N   S E R      

S01
メッセージ

リスト番号

● メッセージが１件もない場合は、表示部に「データ無」 と表示されてチャンネル表示に戻ります。
● リスト番号は、セレコール番号の場合は「I**」 、ステータス番号の場合は「S**」 と表示されます。

2 【▲】または【▼】でメッセージを選択する
動作 操作方法

リスト番号をアップする。 【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

リスト番号をダウンする。 【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

メッセージを削除する。 【戻る】を押すと1件削除します。1秒間以上押すと全件削除
します。

表示を切り替える。
【メニュー】を1 秒間以上押します。「セレコール番号」、「ステー
タスメッセージ」(ステータス番号を表示しているときのみ )、
「受信チャンネル」を切り替えます。

３  【メニュー】を1 秒以上押す
受信履歴モードが終了します。
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スキャン
チャンネルを自動的に変化させて目的とする信号を受信できるチャンネルを探す機能
です。
受信ユーザーコード (33ページ ) を設定しているときは、受信ユーザーコードが一致す
るチャンネルを探します。

1  メニューからSCAN → スキャンを起動する

 オフ
1 スキャン 

設定項目

設定値

2  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「オン、オフ」から選択できます。

オン スキャンを起動する。
オフ スキャン動作中に選択すると、スキャンを終了します。

3  【メニュー】を押して設定値を確定する
スキャンの設定が終了します。

スキャン対象
スキャン対象のチャンネルを追加 /削除する機能です。

1  追加 / 削除するチャンネルを受信する
2  メニューからSCAN → 対象選択を起動する

 追加
2 対象選択       

設定項目

設定値

3  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「追加、削除」から選択できます。

追加 スキャン対象のチャンネルに追加します。
削除 スキャン対象のチャンネルから削除します。

4  【メニュー】を押して設定値を確定する
スキャン対象の設定が終了します。
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モニター
設定したユーザーコードに関係なく、受信信号の状態をモニターします。
1  メニューからAUD/TONE→モニターを起動する

現在の設定値が表示されます。

 オフ
1 モニター 

設定項目

設定値

2  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「オン、オフ」から選択できます。

オン モニターします。
オフ モニターを解除します。

3  【メニュー】を押して設定値を確定する
モニターの設定が終了します。

● モニター機能を使用するときは、音量レベルに注意してください。
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秘話通信
使用するチャンネル毎に秘話通信を設定します。

1  秘話通信をするチャンネルを受信する
2  メニューから FUNCTION → 秘話を起動する

 オフ
1 秘話 

設定項目

設定値

チャンネル番号

● パネルプログラミングモードから秘話通信を設定（設定単位：CH単位）しているときは、チャ
ンネル番号を表示します。

3  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「オン、オフ」から選択できます。

オン 秘話通信機能がON になります。
オフ 秘話通信機能がOFF になります。

4  【メニュー】を押して設定値を確定する
秘話通信の設定が終了します。
● パネルプログラミングモードを終了するには電源を切ってください。

秘話番号の設定
使用するチャンネル毎に秘話通信を利用するときの秘話番号を設定します。秘話番号を
設定するには、秘話鍵を設定する必要があります。(39ページ )

1  秘話通信をするチャンネルを受信する
2  メニューから FUNCTION → 秘話番号を起動する

 K E Y 1
 秘話番号 1

設定値

3  【▲】または【▼】を押してKEYを選択する
1秒間以上押すと押している間連続してアップ /ダウンします。
「KEY1 ～ KEY 16」 から選択できます。

4  【メニュー】を押してKEYを確定する
秘話番号の設定が終了します。
● 秘話通信と秘話番号の設定は、15チャンネルでは使用できません。
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パネルプログラミングモードについて
パネルプログラミングモードとは、運用状況に応じて、各種の本体機能やセレコール機
能などの設定するモードです。パネルプログラミングモードには「CH設定」、「機能設定」、
「全初期化」の3つのカテゴリーがあります。

パネルプログラミングの操作
例 ) MIC 感度を設定する。

１ 一度電源を切る
2 【▲】を押しながら、【電源】を押して電源を入れる

パネルプログラミング画面が表示されます。

PAN LE PROG
３  何かのキーを押す

パネルプログラミングモードに入り、カテゴリーが表示されます。

 機能設定
PAN LE PROG

カテゴリー名

4  【▲】または【▼】を押してカテゴリーを選び、【メニュー】を押す
選択したカテゴリーの設定項目が表示されます。
【戻る】を押すとカテゴリー表示に戻ります。

 MI C感度
 機能設定

設定項目

カテゴリー名

5  【▲】または【▼】を押して設定項目を選び、【メニュー】を押す
選択した設定項目が表示されます。

 MI C感度
 0DB 設定値

設定項目

6  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
7  【メニュー】を押して設定値を確定する
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8  【メニュー】を押す
パネルプログラミング画面に戻ります。
パネルプログラミングモードを終了するには電源を切ってください。

● 以降の説明で、パネルプログラミングモードの操作は、上記手順1～ 4 までを「パネルプロ
グラミングから○ ○ ○ ( 機能名 ) を呼出す」と表記しています。上記の例の場合、「パネルプ
ログラミングから機能設定 → MIC 感度を起動する」となります。

パネルプログラミングの内容
パネルプログラミングから起動 /設定が可能な機能は下表の通りです。

CH設定

メニュー表示 機能内容 参照ページ

設定単位 設定単位の選択 30

チャンネル選択 設定するチャンネルの選択 30

秘話 1 秘話機能のON/OFF 27

秘話鍵名 秘話鍵名の設定 31

UC設定 ユーザーコード (UC) の設定
(Encode/Decode 共通 ) 32

受信UC 受信ユーザーコード (UC) の設定
(Decode のみ ) 33

送信UC 送信ユーザーコード (UC) の設定
(Encode のみ ) 34

送信出力 送信出力の切り替え 35

個別呼出 個別呼出の設定 35

機能設定

メニュー表示 機能内容 参照ページ

個別 ID 個別 IDの設定 36

待受GID 待受GIDの設定 37

MIC感度 MIC感度の設定 38

AUDIO制御 AUDIO 制御の設定 38

秘話 秘話タイプ /秘話鍵の設定 39

 全初期化

メニュー表示 機能内容 参照ページ

全初期化 全初期化 41

1 メニューからも設定できます。



30

パネルプログラミングの操作

応
用
操
作

CH設定
設定単位、チャンネル選択、秘話、秘話鍵名、UC設定、受信UC、送信UC、送信出力、
個別呼出を設定します。CH情報として設定する項目を設定します。

設定単位の選択
CH設定（秘話、秘話鍵名、UC設定、受信UC、送信UC、送信出力、個別呼出）を一
括で設定するか、チャンネル単位で設定するかを選択します。

1  パネルプログラミングからCH設定を起動する

 一括
 設定単位

設定値

設定項目

2  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「一括、CH単位」から選択できます。

３  【メニュー】を押す
手順2で「一括」を選択すると秘話、秘話鍵名、UC設定、送信出力、個別呼出の設定へ、
「CH単位」を選択すると、チャンネル選択の設定へ進みます。

チャンネル選択
設定単位の選択で「CH単位」を選択したときは、設定するチャンネルを選択します。

1  【▲】または【▼】を押してチャンネルを選択する
「CH1～ CH30」から選択できます。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プ /ダウンします。

 CH　 1
 CH選択

設定値

設定項目

● 登録されていないチャンネル番号は表示されません。

2  【メニュー】を押す
秘話、秘話鍵名、UC設定、受信UC、送信UC、送信出力、個別呼出の設定へ進みます。
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3  【▲】または【▼】を押して設定項目を選択する
「秘話、秘話鍵名、UC設定、受信UC、送信UC、送信出力、個別呼出」から選択
できます。

 CH設定
 秘話

1
設定項目

チャンネル番号

4  【メニュー】を押す
選択した項目の設定へ進みます。
・秘話 (メニューの操作→秘話通信（27ページ）手順2～手順4をご覧ください )
・秘話鍵名 (31ページ）
・UC設定（32ページ）
・受信UC（33ページ）
・送信UC（34ページ）
・送信出力（ 35ページ）
・個別呼出（35ページ）

● 設定単位が「一括」のときは、チャンネル番号は表示されません。
● 設定単位が「一括」のときは、設定項目の「CH 選択」、「受信UC」、「送信UC」は表示されません。

秘話鍵名の設定
秘話通信を利用するときの秘話鍵名を設定します。

1  【▲】または【▼】を押してKEYを選択する
1秒間以上押すと押している間連続してアップ /ダウンします。
「KEY 1 ～ KEY 16、なし」 から選びます。

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

 K E Y
1 秘話鍵名 
1

設定項目

設定値

チャンネル番号

2  【メニュー】を押す
KEYを確定します。秘話鍵名の設定が終了します。

● 設定単位が「一括」のときは、チャンネル番号は表示されません。
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ユーザーコード (UC) の設定
受信 /送信するときのユーザーコードを共通で設定します。ユーザーコード通信とは、
同じチャンネルを複数のユーザーが使用する場合、同じユーザーコードを設定している
通話グループ同士が通話できる呼出し方式です。本機はユーザーコード (UC) を、「なし、
1 ～ 511」の範囲で設定できます。

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

1  【▲】または【▼】を押してユーザーコードを選択する
「なし、1 ～ 511」 から選びます。

 UC設定
123CODE
1

設定値

チャンネル番号

動作 操作方法

ユーザーコードをアップする。 【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

ユーザーコードをダウンする。 【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁のユーザーコード
を確定する。

ユーザーコードを選択したあとに【メニュー】を押します。（次
の桁に進みます。）

ユーザーコードの桁を削除する。 【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

ユーザーコードのリスト表示画面
に戻る。 【メニュー】を1秒間以上押します。

2  【メニュー】を押す
ユーザーコードを確定します。ユーザーコード (UC) の設定が終了します。

● 設定単位が「一括」のときは、チャンネル番号は表示されません。
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受信ユーザーコード (受信UC) の設定
使用するチャンネル毎に、受信するときのユーザーコード (UC) を設定します。本機は
ユーザーコード (UC) を、「 なし、1 ～ 511」の範囲で設定できます。

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

1  【▲】または【▼】を押して受信ユーザーコードを選択する
「なし、1 ～ 511」 から選びます。

 受信UC
123CODE
1

設定値

チャンネル番号

動作 操作方法

受信ユーザーコードをアップす
る。

【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

受信ユーザーコードをダウンす
る。

【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁の受信ユーザー
コードを確定する。

受信ユーザーコードを選択したあとに【メニュー】を押します。
（次の桁に進みます。）

受信ユーザーコードの桁を削除す
る。

【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

受信ユーザーコードのリスト表示
画面に戻る。 【メニュー】を1秒間以上押します。

2  【メニュー】を押す
受信ユーザーコードを確定します。受信ユーザーコード (UC) の設定が終了します。

● 設定単位が「一括」のときは、本機能は使用できません。
● 受信ユーザーコードを設定しているときは、スキャン (25ページ ) で受信ユーザーコードが一
致するチャンネルを探すことができます。
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送信ユーザーコード (送信UC) の設定
使用するチャンネル毎に、送信するときのユーザーコード (UC) を設定します。本機は
ユーザーコード (UC) を、「 なし、1 ～ 511」の範囲で設定できます。

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

1  【▲】または【▼】を押して受信ユーザーコードを選択する
「なし、1 ～ 511」 から選びます。

 送信UC
123CODE
1

設定値

チャンネル番号

動作 操作方法

送信ユーザーコードをアップす
る。

【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

送信ユーザーコードをダウンす
る。

【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁の送信ユーザー
コードを確定する。

送信ユーザーコードを選択したあとに【メニュー】を押します。
（次の桁に進みます。）

送信ユーザーコードの桁を削除す
る。

【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

送信ユーザーコードのリスト表示
画面に戻る。 【メニュー】を1秒間以上押します。

2  【メニュー】を押す
送信ユーザーコードを確定します。送信ユーザーコード (UC) の設定が終了します。

● 設定単位が「一括」のときは、本機能は使用できません。
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送信出力の切り替え (ハイパワー )
送信出力をハイパワー (5W)/ ローパワー (1W) に切り替える機能です。
1  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「ハイ、ロー」から選択できます。

 ハイ
1 送信出力

設定項目

設定値

ハイ ハイパワーにします。
ロー ローパワーにします。

2  【メニュー】を押す
送信出力の切り替え (ハイパワー )の設定が終了します。

個別呼出の設定
各チャンネルのセレコール（個別呼び出し、グループ呼び出し）を設定をします。必要
のないチャンネルは無効にできます。

● 15チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

1  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「無効、デジタル ID」から選択できます。

 個別呼出
 無効

1

設定項目

設定値

チャンネル番号

無効 セレコールを待ち受けしません。
デジタル ID セレコールを待ち受けします。

2  【メニュー】を押す
個別呼出の設定が終了します。

● 設定単位が「一括」のときは、チャンネル番号は表示されません。
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個別 IDの設定
セレコールをおこなうために、自局 ( 無線機本体 ) の ID 番号を設定します。

● 自局の ID 番号は、他の無線機と重複しないように設定してください。
● 自局の ID 番号を設定すると、セレコール機能が使用できます。

1  パネルプログラミングから機能設定 →個別 IDを起動する
2  【▲】または【▼】を押して ID番号を選択する

1234U I D
 個別 I D 設定項目

設定値

ID番号を直接入力する場合は、【メニュー】を1秒以上押して、下記の操作をします。
動作 操作方法

ID番号をアップする。 【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

ID 番号をダウンする。 【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁の ID番号を確定
する。

ID 番号を選択したあとに【メニュー】を押します。（次の桁に
進みます。）

ID 番号の桁を削除する。 【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

ID 番号のリスト表示画面に戻る。 【メニュー】を1秒間以上押します。

3  【メニュー】を押す
個別呼出の設定が終了します。
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待受GIDの設定
受信するグループ IDをグループ IDリストに設定できます。

1  パネルプログラミングから機能設定 →待受GIDを起動する
2  【▲】または【▼】を押して設定するグループ IDリストを選択する
「LIST No.1 ～ 8」から選択できます。

1L I S T  No .
 待受G I D 設定項目

設定値

3  【メニュー】を押す
グループ IDリストの設定へ進みます。

グループ IDリストの設定
グループ IDリストに受信するグループ ID名を設定できます。

1  【▲】または【▼】を押して設定するグループ ID名を選択する
1秒間以上押すと押している間連続してアップ /ダウンします。
「GR0001～ 10、ALL、なし」から選択できます。

1L I S T  No .
 G R 0001

設定項目

設定値

2  【メニュー】を押す
グループ IDリストの設定が終了します。
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MIC感度の設定
マイク感度を設定できます。設定値が下がるほどマイク感度が低くなります。

1  パネルプログラミングから機能設定 →MIC感度を起動する
2  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「6DB～ -20DB(2 dB ステップ )」から選択できます。

 MI C感度
 0DB

設定項目

設定値

3  【メニュー】を押す
MIC感度の設定が終了します。

AUDIO 制御の設定
ユーザーコード (UC) 通信とセレコールとの組み合わせによる呼び出し方の制御方法を
設定します。

1  パネルプログラミングから機能設定 → AUDIO 制御を起動する
2  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「UC、UC+OPT SIG」から選択できます。

 AUD I O　制御
UC

設定項目

設定値

UC ユーザーコードが一致していれば通話が可能です。
UC+OPT SIG ユーザーコードとセレコールの設定が一致していれば通話が可能です。

3  【メニュー】を押す
AUDIO 制御の設定が終了します。
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秘話の設定
秘話通信を利用するときの秘話タイプと秘話鍵を設定します。

1  パネルプログラミングから機能設定 →秘話を起動する
2  【▲】または【▼】を押して設定項目を選択する
「秘話タイプ、秘話鍵」 から選びます。

● 15 チャンネルでは本機能は使用できません。他のチャンネルを選んでから設定してください。

 秘話 
 秘話タイプ 設定値

設定項目

3  【メニュー】を押す
選択した項目の設定へ進みます。
・秘話タイプ (39ページ）
・秘話鍵（40ページ）

秘話タイプの設定
秘話通信の設定 (27ページ ) がオフ のときに、暗号化された信号を受信した場合の動作
を設定します。

1  【▲】または【▼】を押してTYPEを選択する
「TYPE1、TYPE2」 から選びます。

 秘話タイプ 
 TYPE  2 設定値

設定項目

TYPE1 受信した音声がスピーカーから聞こえます。
TYPE 2 受信した音声がスピーカーから聞こえません。

2  【メニュー】を押す
秘話タイプを確定します。秘話タイプの設定が終了します。
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秘話鍵の設定
秘話通信を利用するときの秘話鍵を設定します。

1  【▲】または【▼】を押してKEYを選択する
1秒間以上押すと押している間連続してアップ /ダウンします。
「KEY 1 ～ KEY 16」 から選びます。

 K E Y
 秘話鍵 

1 設定値

設定項目

2  【メニュー】を押す
秘話鍵の設定へ進みます。

3  秘話鍵を入力する
「１～ 32,767」から選びます。

 秘話鍵 
12345DATA 設定値

設定項目

動作 操作方法

秘話鍵をアップする。 【▲】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してアッ
プします。

秘話鍵をダウンする。 【▼】を押します。1秒間以上押すと押している間連続してダ
ウンします。

選択している桁の秘話鍵を確定す
る。

秘話鍵を選択したあとに【メニュー】を押します。（次の桁に
進みます。）

秘話鍵の桁を削除する。 【戻る】を押すと1桁削除します。1秒間以上押すと全桁削除
します。

KEYのリスト表示画面に戻る。 【メニュー】を1秒間以上押します。

● お買い上げ時は、秘話鍵のKEY 番号に対応した数字に設定されており、そのままの設定で使
用することもできます。

 例）KEY 1 →１　～　KEY 16 → 16

4  【メニュー】を押す
秘話鍵を確定します。秘話鍵の設定が終了します。
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パネルプログラミングの操作

応
用
操
作

全初期化
パネルプログラミングモードの各設定を初期状態に戻します。

1  パネルプログラミングから全初期化を起動する
2  【▲】または【▼】を押して設定値を選択する
「NO、YES」から選択できます。

 全初期化
NO

設定項目

設定値

3  「YES」を選択すると、全初期化 開始の確認を表示します

 実行？
● 【戻る】を押すと、パネルプログラミング画面に戻ります。

4  【メニュー】を押す
全初期化を実行します。パネルプログラミングモードで設定した内容を、すべてリ
セットします。
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オプション (別売品 )について
本機には、次のようなオプション (別売品 ) が用意されています。
・ KBS-1 ............................ スピーカー付き電源
・ KMC-53 ........................ スタンドマイクロホン

● 本機に使用できるオプション製品が追加されたり、生産が終了することがあります。オプショ
ン製品についてはカタログ等をご覧ください。

故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に下の表を確認してください。該当する症状がない場合や異常を解
決できない場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　状 原　因 処　置 参照
ページ

電源が入らない

DC電源コードが不良、ま
たは接続の不良。

DC 電源コードに異常がないか、
また極性が合っているか確認して
ください。(赤：＋極、黒：－極 )

8

DC電源コードまたは本体
のヒューズが切れている。

ヒューズが切れた原因がないか確
認し、原因があれば処置してくだ
さい。その後、指定容量のヒュー
ズと交換してください。

8

受信音が聞こえない

スピーカーマイクロホンの
コネクターの差し込みが不
完全になっている。

スピーカーマイクロホンのコネク
ターを確実に差し込んでください。 10

【音量 /■】を絞っている。【音量 /■】を調整してください。 10

●  通話ができない
●【音量 / ■】を回し
ても音が出ない

相手局の ID 番号、または
グループ ID 名の設定が
違っている。

相手局の ID 番号、またはグルー
プ ID 名の設定を確認する。

36
37

相手局とチャンネル設定が
違っている。

同じチャンネル設定にしてくださ
い。 14

相手局のユーザーコード
(UC) と合っていない。

相手局と同じ送信ユーザーコード、
受信ユーザーコードにする。

32 
33 
34

送信が出来ない

タイムアウトタイマーが働
いている。

もう一度【プレストーク】スイッ
チを押してください。 15

スピーカーマイクロホンの
コネクターの差し込みが不
完全になっている。

スピーカーマイクロホンのコネク
ターを確実に差し込んでください。 10

秘話通信、秘話番号、
秘話鍵名、ユーザーコー
ド (UC)、受信UC、送
信 UC、個別呼出の設
定が出来ない

１５チャンネルを使用して
いる。

１5チャンネル 以外を使用してく
ださい。 14

相手局の音声が判別で
きない

秘話番号 /秘話鍵名が一致
していない。

相手局と同じ秘話番号 /秘話鍵名
に設定してください。

27
31
39
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保証とアフターサービス (よくお読みください )

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」
等の記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保
管してください。

【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より 1年間です。

【補修用性能部品の最低保有期限】
ケンウッドはこの本製品の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8年保有しています。( 補修用
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。)

修理を依頼されるときは
「故障かな？と思ったら」(42ページ ) を参照してお調べください。それでも異常があるときは、
製品の電源を切って、お買い上げの販売店または弊社の通信機サービスセンターにお問い合せく
ださい（別紙 " ケンウッド全国サービス網 " をご覧ください）。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様ご自身で
お控えくださいますようお願いいたします。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話
などの利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につきましては、弊社は一切そ
の責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの販売店または弊社通
信機サービスセンター、営業所が修理させていただきます。修理に際しましては、保証書をご提
示ください。

【保証期間が過ぎているときは】
修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。

持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い
上げ日、故障の状況（できるだけ具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。
【修理料金の仕組み】（有料修理の場合は次の料金が必要です。）
技術料： 製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理および付帯作業にかかる費用です。技術

者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管理費等が含まれます。
部品代： 修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部材等を含む場合もあります。
　送料：  郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理などを行うにあたって、お客様に 

負担していただく場合があります。



〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12
● 商品および商品の取り扱いに関するお問い合わせは、JVC ケンウッドカスタマーサポートセンターを
ご利用ください。

　 フリーダイヤル 0120-2727-87 
   発信者番号が非通知の場合は、『0120』の前に『186』を付けてからおかけください。

   ＜電話番号をよくお確かめのうえ、おかけ間違いのないようにご注意ください。＞
   携帯電話・PHS・一部の IP電話などフリーダイヤルがご利用になれない場合は、
   045-450-8950
 ＦＡＸ　　　  045-450-2308
 住所　　　　  〒 221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12
 受付日　  月曜日～土曜日（祝祭日・弊社休日を除く）
 受付時間  月曜日～金曜日　 9：30～ 18：00　　
   土曜日　 9：30～ 12：00、13：00～ 17：30
● 修理などアフターサービスについては、お買い上げの販売店、または最寄りの弊社通信機サービスセンター
にご相談ください。(別紙“ケンウッド全国サービス網”をご参照ください。)

仕様
機種名 /型式名 TMZ-D504

電波型式 F1C/F1D/F1E/F1F 

変調方式 デジタル4値 FSK

周波数範囲 351 MHz 帯 30ch

スピーカー出力
(10%歪 ) 1.5 W ( 付属スピーカーマイクロホン )

電源電圧 DC 13.8 V ± 10 % / DC 26.4 V ± 10 % ( マイナス接地 )

寸法
（突起物を含む）

幅120 mm x 高さ 25 mm x 奥行 150.4 mm

（幅120 mm x 高さ 26.5 mm x 奥行 152.7 mm）

質量（重さ） 611 g

送信出力 1 W/ 5 W（出荷時 5 W）

使用温度範囲 -20 ℃～ 60 ℃

アンテナ接栓 M型

● 仕様は技術開発に伴い予告なく変更することがあります。

Nishimoto-s
住所スタンプ_20210628

https://www.jenix.co.jp/

	00-TMZ-D504_Cover_10
	01_TMZ-D504-安全-目次_10
	02_TMZ-D504-ご使用の前に_10
	03_TMZ-D504-基本操作_10
	04_TMZ-D504-応用操作_10
	05_TMZ-D504-その他_10
	99-TMZ-D504_Back


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


